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ペクチン腫酵に就て・ 4 事E
pro旬開古inaseの男子泌僚件tこ就て 明の口
，~湾潤二郎
(1)栄聾棄源に因る protopectinase
分記、量の変化
a.炭素諒の及陪す影響、 gluc.o院や提素語、芯し
穴場合Rhizopu8は pr9tQ戸etinel目eを殆んど分都
じなかづたさ報ぜられてゐる向。叉 Menon'仰は.
林檎、馬鈴薯、大根等の pl削 juiceにBotryu.
，ci問問科 PytbiuZQ，deBa.ryannm ~堵・養し其結果か
らペクチンの一存在が酵素の分担、や促ずこさを推
論じてゐる。著者らは数種の天然及び合成培養
液について炭素源の影響を試験し第1表及び第
2表に示すような結呆3誌った白凶ucr岨eのみ
の損合より BucrOS8 ・~ 1 ~~t!~}可溶性菰勝、ペ
クチン、デキストリシ等で代替しだ揚合iこ柔軟
化度b竜太ミなうた!。文、天然培養渡に於ては、
'_pergillUs oryz，aeは柔軟化作用を示さなかった
第
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けれども Gibberolla醐 lbinetiiは11¥二於て梢キ大
きな柔軟化作用者F示した。扶素漉ざしてglu開"
を用びすこ揚合は町四の場合的も瞭索作%
が小さかっ~o
b.窒素麗の及陪す彰響 Fernan，do(吋ま:&oilluB
carotvoruB ¥_こついて無機瞳類の窒素源が proto・
，peatin酬の分協に及陪歩愚容lま主さして pHの
遷移に由るものであらうさ遁べτゐる。著者ら
はAspergillueoryllaeさ GibOerella抽 ubineuiに
ついて賓践し第1表Eの様な結果ミなった。
AspergHlus ory~ は菌糸の重量が賂々等しかつ
で=ので酵素活力の相蓮がpHの遷移に因るさは
思はれない。柿駿加一塁滞加培養液では柔軟化作
・用が他よりも大きf;和コ大。Gibberel1a 凪ubin・ti
でほ無機質の滞泊が繁殖に著しい髭容を典へた
が1:-5に於ては同程度繁殖して居払 2の柔軟
1 表
E質 E道 Aspergillus oryzae， Gibbel叫la阻ubineui
b Mすゐ制[野の|器開1iヤi器棚韓
I a r % 8ucro同 、 4・ 4・ 2 
b 1 % "ectin 骨(1ft) 世く+) ".2 2 州ー〈惜〉 土(+)
c 1% iI 紛 6.4- I 2 -1+ 一 7.2 1，5 : *(!H-) ーI 
d !lO%玉 葱 % oif'‘昆 7.2 2 + 一 7.8 d J -1+(+) ー‘ 
ftJ :f. 還ま 主 oif' ョ、 5'U 1 '. 7'.2 1 一 一 、ー.
p馬 鈴 • 
ヨL キ 2恥 8.2 1 一 ー 7.2 1 4・{士〉 ー
一 :t 7~バヲギν 白書 y-~O:5% 2.5 + +く土〉 6.G 1 -!t 一. 
2liff・僅 加 車 0.5% 7.畠 1占 -1+C櫛〉 -1+ 6.6 1 iIt ー
3想化 7 :l' =e ...ア 0.5% 6.0 2 一 + 5.4 1 骨 ー
E 4捕監2ァ ν毛 A ア 0.5% 3.2 士 t o.Q 0.6 一 ー
S蓮 軍犠 培 2 漉 6.0 1， 0・~ 一 5.0 O~'Íj ー -， 
6玉 滋 .:r. 守ー "， 5.0 1 0 一 、・ー 5.4 0.5 ー ー
7宝高官'.:r.oif'A q，3%磁酸加盟 7.6 1.0 *・ 企 7.6 1 世+ ー
e基 暗躍 ま普 雪量 液 5.0 i 士←〈土Y ー 5‘。 1 + 
f間 酸 加 塁ゆ~% 6.s 4 fiKIt) +' τ;8 E fif(1It ) 一'. git 酸 加 里 tJ・396 5.0 1 骨く-!It). 一 5.6 1 -!t(it十〉 『h霞 駿 加 里1).3% 宮!l 1 I ー }一 6.4- 1 一 守. 
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.第 2 表
関"
指w被の組成 野の協議l鱒li諮
19~ dexstrin 
l~広可溶怪獣粉
守μ 開e向
1 %.Slct'OBe 
1% gal舵糊e
1% gllJCO回
・1% mrumose 
1% mannit 
196， ][1106e 
監 基礎焔墾液の組成1-::9¥の湿りである.第1表 I
は自UCl'6se4 %繍酸Y::;唱=ア 1彪、第一世尊駿
加奥 0.125~話、硫酸IS土 O.O'íó%である。.1
表Eは ωcrose2.5.%、檎酸アシモ ...yO.12u%
硫酸苦土0.075.%である。第1表'1こは*:!f..飴
5%{(添加した。修司弱の基礎堵餐自主の組成は
叫 crOBe2%、.:-傍駿加盟0.1F.%、硫齢苦土
0.075%、面白酸y;)l'I':)10.596である。
化作用は1さの差がAspergipωory加 eの如し
悲し〈なかった。 endo-eDZyniは殆んr検出きれ
なか-?~o~第 I 表 E に示すようじ童文種の加里
脚類添加培養液の中でfは菌糸の重量も柔軟他
誌も他より大き〈なった白しかしZでは菌糸重
量が小さかづたけれども可成な柔軟化度そ示し
てゐるのでiOC酸加里の阜怯す影響は或は耐酸加
旦ミ同種査であるかも知れない。第3表I.Hは
耐酸加里の添加量三 proto戸ctina恨の分泌さの
第 3 表ーI
問加里，，%10.010引0.1I 0.3 I O'~I 
量量後の pH 7.2 
z絡BkEmC雪Emの液時窃の間柔者〉軟重化量
1 
fI 
軟E両糸化t拍.lt(~;出{液1時の間柔) 十
柿般加塁%
録後の pH
大鐙の自画糸の重量比
培坐液の柔軟化i変
(6時間7
i.'tI糸畑山波♂柔軟化
占己主盟」
7.6 
1 
+十CHり
ー
8'.0 8.2 8.8 
1 1 1 
掛 -1+ + 土， 一 ー
悦]係に-.)いて行った貰験結果であるo IUこ於て
繁殖の程度に相違があるので('][o-enzymの比較
にはならないが、 endo.enzymの活ブJがl檎目安加
里の添加量巳路じて可成婚大してゐるのや認め
化。IまEさ略キ逝の結果になり0.1%添加の揚
合、活力が最大ざなった。向硫酸加盟の添加量
さ酵素の分泌さの嗣俸は第4表の援になった。，
菌糸重量さ柔軟化度さそ獣稽比較する時、硫酸
加里のi!s加が繁殖さは闘係・な<pro・petiDa院の
分泌にプラスの影響を!lrtへるやうであるD
第 4 表
碕酸加星%
最後の pH
大問の菌糸のi[• .a比
培養液の柔軟化1支
くら時間〉
関糸~Hl液の柔軟化
度(20時間〉
|。;中工~F
iji山i
言主 第3 表 I の基礎埼餐液は支遺書、ヱ~ス、第3表
Iの組成は参芽飴7、6%第一燐酸加}!O.1259弱、
硫俊苦土O.075~館、第盛衰の組成は glucose 6 
%、第一憐磁加塁O.1:a5~臣、碕霞苦土0.075%で
~ÕD 
(2)摘要
(1)前報に蹴き pro10pectin制 eの分泌傑件に
ついて賓験しお。賓験方法等は前報ミ同じであ.
る。
(2) protopectioa関の分溜量は菌功繁殖度合tこ
も左右され簡軍t二比較するこさは許きれないが
菌糸の重量を考慮に入れ培養液、1菌糸慢出液の
柔軟化作用がら大恒の傾向を求め'すこ白
(3)恥nicillume][po.D6umさ AspergillU8oryzae 
、の proto何日tio.随分泌量は培養日童文2-3日の
ものが最えであったo Harter and Weimerが
Rbizopus.についτ;fli'ラt:.賢験ざ一致し大が培
養基の pH:1>'酸性側にあり此の誌でも細菌類さ
は異つてゐるo 1 
(.4)可溶性澱勝、デキストリンを添加した揚
合l二ペクチシミ同じじ< protop加 til¥a闘の分泌
が促蓮されるよう官ある。
(5)硝酸制里及び硫酸加盟Eは他の硝酸盤、合
窒素化合物よりも著しい覧響ぞ及惜しすこ。茨素
針窒素化 (C，(liratio)は酔棄の分泌に闘係する
ようであるが深〈遁求しなかうた。
(6)本賓験に用ひた樹類は使用された浪度iこ
於ては酵素作用を阻害しながったD
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